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The autonomy on decision-making of cancer end-of-life care locations
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SNS における HPV ワクチン接種情報のネットワーク解析
Analysis of the Conversations on Twitter regarding HPV Vaccine
































































Neuronal activity involved in perceptual decision-making in mice
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The relevance between Chinese young people’s image towards the elderly and 






























































Career Formation of Chinese Nurses in Japan
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Current Status and Research on Social Security Agreement





























































経に電気刺激を与えて筋肉を強制的に収縮させる le t  

















筋電計を用いた．電源はパソコンに接続した u n  の
5 から供給し 基準電圧は3 3 に設定した．電気刺激出力
回路部は，フォトカプラ，強度調整用可変抵抗，  コ
ンバータ，電極から構成されている．電源は u n  の 







































　本研究により，教材用マイコンボード u n を用いて，











Research on recognition of dating violence and its 
correlates among Chinese college students
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64 4 ，加害経験のみ64 4 ，被害経験のみ55 1 ，経験な
し35 6 であった．デート の暴力種別では，加害で，心
理的暴力47 3 ，傷害25 0 ，身体的暴力27 5 ，性的暴力
23 7 ．被害で，心理的暴力45 5 ，傷害23 7 ，身体的暴



























Risk Management for Nursing Home






































































































































































































































The Causal Structure of the Effects of ICT Use in Nursing Care






























　分析ソフトは、 社S SS St t t  26 0、モデル探索





階評価（1、2 、2 、3 、3 、4 、4 、5）の中で「2 」で
あるとわかった。また、 専門部署を設けている法人は
僅か全体の４ であった。
　また、分析の結果により、 活用の構成要素である
「トップリーダーシップ」「コミュニケーション」「 構築
力」と「経営効果（ S フレームワークを用いて測定した
経営力）」の因果構造モデルを明らかにした。介護福祉事業
の 活用と経営効果の関係性において、トップリーダー
シップが発揮できた法人ほどコミュニケーション能力が高
く、 活用能力も高いといえる。また、トップリーダー
シップはコミュニケーションを介して、 構築力に正的
影響をみられた。しかし、トップリーダーシップは 構
築力を介して経営効果に有意な影響を確認されなかった。
　介護福祉現場では 専任者が少ないことから、 を
経営全体への最適化を図り、技術的な側面を支える役割を
十分に果たせていないと推察される。その結果、経営効果
のアウトカムにまで落とし込めていないことを考えられる。
また、社会福祉法人の経営者ヒアリング調査で明らかにし
た点も踏まえ、介護ソフトの機能が現場に浸透されていな
いこと、各種 アプリケーションのインターフェース、プ
ラットフォームが統一されずオペレーションや管理の非効
率性であることも理由として考えられる。
　介護福祉現場における 活用の効果を高め、事業経営
に貢献するためには、介護業務にも精通する 人材の育
成、現場での リテラシーの向上、また、経営効果に繋
げるための適切な マネジメントの必要性を示唆した。
　今後、介護福祉現場における 活用の現状把握および、
本研究で考察した経営効果との因果構造モデルのさらなる
実証を進めるため、より広範囲なデータ収集を進める余地
がある。また、地域性や法人規模、展開する事業の種類と
いった法人属性をも加味した分析は今後の研究課題となる。
